
「任期制隊員ライフプラン集合教育」を実施

「自衛隊統合防災演習」に参加

富
士
駐
屯
地
（
山
梨
県
）
か
ら
３
４
人
が
参
加
し
た
。

己
分
析
に
基
づ
い
た
人
生
設
計
を
確
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
職
業
選
択
及
び
資

職
支
援
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
人
生
設
計
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
機
会
と

成
２
９
年
度
第
３
回
任
期
制
隊
員
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
集
合
教
育
」
を
実
施
し
た
。

な
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

対
象
者
の
中
に
は
今
後
の
進
路
を
決
め
か
ね
て
い
る
隊
員
も
お
り
、
今
回
の

策
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ま
た
午
後
は
男
女
に
別
か
れ
、
部
外
講
師
を
招
き
キ

隊
員
が
自
ら
の
人
生
を
前
向
き
に
歩
め
る
よ
う
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

格
取
得
等
の
能
力
開
発
の
自
助
努
力
促
進
を
目
的
と
し
、
滝
ヶ
原
駐
屯
地
と
北

こ
れ
は
、
入
隊
後
１
年
を
経
過
し
た
任
期
制
隊
員
を
対
象
と
し
、
明
確
な
自

静
岡
地
本
は
、
任
期
制
隊
員
が
後
顧
の
憂
い
な
く
職
務
に
打
ち
込
め
る
再
就

１
５
日
（
木
）、
陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）
に
お
い
て
、「
平

教
育
に
よ
っ
て
自
ら
の
特
性
把
握
や
将
来
の
進
路
の
方
向
性
を
考
え
る
一
助
と

ャ
リ
ア
開
発
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
要
領
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

午
前
は
現
在
の
雇
用
情
勢
や
自
衛
隊
に
お
け
る
人
事
制
度
、
再
就
職
支
援
施

し
て
部
外
か
ら
講
師
を
招
く
等
し
て
隊
員
の
進
路
設
計
教
育
を
積
極
的
に
行
い
、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
６
月

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
６
月

震
対
処
計
画
の
実
効
性
を
検
証
す
る
も
の
。

こ
れ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
災
害
対
処
要
領
に
つ
い
て
、

活
か
し
各
種
事
態
等
の
対
応
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

馬
区
）
で
実
施
さ
れ
た
「
平
成
２
９
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
（
２
９
Ｊ
Ｘ

更
な
る
充
実
・
強
化
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
静
岡
県
庁
に
最
も

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
上
級
部
隊
へ
の
報
告
要
領
等
の
検
証
・
習
熟
を
図
っ
た
。

害
時
等
に
静
岡
県
を
担
当
す
る
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
板
妻
駐
屯
地
）
等
と
連

静
岡
県
を
含
む
各
自
治
体
と
自
衛
隊
が
共
同
で
図
上
演
練
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地

Ｒ
）」
に
参
加
し
た
。

近
い
自
衛
隊
の
機
関
と
し
て
平
素
の
即
応
態
勢
を
充
実
さ
せ
、
今
回
の
教
訓
を

２
０
日
（
火
）
か
ら
２
３
日
（
金
）
に
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
（
東
京
都
練

静
岡
地
本
は
、
今
回
の
演
習
を
通
じ
て
静
岡
県
及
び
支
援
部
隊
と
の
連
携
の

携
し
て
県
庁
か
ら
の
要
望
事
項
や
被
害
状
況
の
情
報
共
有
、
自
衛
隊
の
情
報
シ

演
習
の
中
で
静
岡
地
本
は
、
付
与
さ
れ
る
様
々
な
被
害
想
定
等
に
対
し
、
災


